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運用報告書（全体版） 

追加型・公社債証券投資信託
（12月設定） 

公社債投信（12月号） 

 

 
 

第62期（決算日：2023年12月19日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「追加型・公社債証券投資信託（12

月設定）」は、去る12月19日に第62期の決算を行いま

した。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／債券 

信託期間 無期限（1961年12月20日設定） 

運用方針 

わが国の公社債および公社債投信マザーファ
ンド受益証券へ投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ
短期をベンチマークとして、利子等収益の確
保および売買益の獲得をめざします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

わが国の公社債および公社債投
信マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の公社債を主要投資対象
とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 
毎決算時に、運用収益（純資産総額が当該元
本の額（１万口当たり１万円）を超過する額）
の全額を分配します。 

※ 当ファンドは、課税上、公社債投資信託として取り扱われます。 

 

 

◇MUZ-220012-0000-20231219◇ 
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近３期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ短期 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 銭 ％  ％ ％ ％ 百万円 

60期(2021年12月20日) 10,000 17.82 0.2 234.71 △0.1 98.4 － 765 

61期(2022年12月19日) 9,950 0.00 △0.5 234.25 △0.2 97.4 － 718 

62期(2023年12月19日) 9,982 0.00 0.3 234.22 △0.0 97.1 － 679 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注）ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ短期とは、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が発表しているわが国の残存期間１

年から３年の債券で構成されている債券パフォーマンスインデックスで、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合のサブインデックスです。当該指

数の知的財産権およびその他一切の権利は同社に帰属します。なお、同社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、

商品性および適合性を保証するものではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
     

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ短期 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 
2022年12月19日 9,950 － 234.25 － 97.4 － 

12月末 9,937 △0.1 233.98 △0.1 97.4 － 
2023年１月末 9,948 △0.0 234.24 △0.0 95.8 － 

２月末 9,952 0.0 234.33 0.0 95.1 － 
３月末 9,961 0.1 234.61 0.2 97.0 － 
４月末 9,966 0.2 234.53 0.1 97.1 － 
５月末 9,979 0.3 234.57 0.1 98.8 － 
６月末 9,987 0.4 234.67 0.2 98.8 － 
７月末 9,977 0.3 234.35 0.0 97.3 － 
８月末 9,973 0.2 234.24 △0.0 97.7 － 
９月末 9,967 0.2 234.16 △0.0 97.9 － 
10月末 9,953 0.0 233.81 △0.2 98.3 － 
11月末 9,980 0.3 234.29 0.0 98.8 － 
(期  末)       

2023年12月19日 9,982 0.3 234.22 △0.0 97.1 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

運用経過
第62期：2022年12月20日～2023年12月19日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 6 2 期 首 9,950円
第 6 2 期 末 9,982円
既払分配金 0円
騰 落 率 0.3％

（円） （百万円）
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

利子等収益を獲得したことが基準価額の上昇要因となりました。
上昇要因

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ0.3％の上昇となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－0.0％）を0.3％
上回りました。

ベンチマークとの差異

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

第62期：2022年12月20日～2023年12月19日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

国内短期金利は上昇、一般債の国債とのスプ
レッドは横ばいとなりました。
国内短期金利は、日銀による２度にわたる
イールドカーブ・コントロールの運用の柔軟
化や、マイナス金利解除観測の高まりなどか

ら上昇しました。
一般債の国債とのスプレッドは、国内金利の
変動性が上昇する中で拡大しましたが、
2023年後半にかけて縮小し、期間を通じて
みると横ばいとなりました。

  追加型・公社債証券投資信託（12月
設定）
主要投資対象である公社債投信マザー
ファンド受益証券への投資を通じて、わ
が国の安全性の高い公社債を高位に組み
入れた運用を行いました。

  公社債投信マザーファンド
組入比率
期間を通じて高位組み入れを維持しまし
た。
債券種別構成
国内金利の低位安定推移を見込み、利回
り向上の観点から一般債をオーバーウェ
イトとしました。

デュレーション（平均回収期間や金利感
応度）
日銀が2022年12月の金融政策決定会合
において長期金利の許容変動幅を拡大し
たことや、政策修正懸念が台頭したこと
などから国内短期金利は上昇余地がある
ものと判断し、2023年２月にデュレー
ションをベンチマーク対比短めとしまし
たが、その後日銀の政策修正への思惑が
後退したことから国内短期金利は横ばい
圏での推移を見込み、同年５月にデュレー
ションをベンチマーク並みとしました。
残存期間構成
利回り向上の観点から中期ゾーンをオー
バーウェイトとしました。

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2022/12/19 ～ 2023/12/19
－0.2

0.0

0.2

0.4

ファンド

ベンチマーク

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－0.0％） 
を0.3％上回りました。

マザーファンド保有以外の要因
マイナス要因
信託報酬等コストなどがマイナスに影響しました。

マザーファンド保有による要因
プラス要因
債券種別構成
国債対比で利回りの高い一般債をベンチマーク対比で
オーバーウェイトとしていたこと。

分配金について
当期の収益分配金につきましては、当ファンドの分配方針に基づきまして見送らせていただきま
した。

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  追加型・公社債証券投資信託（12月
設定）
公社債投信マザーファンド受益証券の組
入比率を高位に保ち、マザーファンドの
ポートフォリオの構成に近づけた状態を
維持する方針です。

  公社債投信マザーファンド
国内景気は緩やかに回復しています。輸
出や生産は、供給制約の影響の緩和に支
えられて横ばい圏内の動きとなっていま
す。また、個人消費は、物価上昇の影響
を受けつつも緩やかなペースで着実に増
加しており、雇用・所得環境も緩やかに

改善しています。しかしながら、海外の
経済・物価動向など懸念材料も多く、資
源価格の動向や企業の賃金・価格設定行
動などの問題もあり景気先行きの不確実
性は依然として高いものと思われます。
国内債券相場は、海外金利動向、物価動
向、為替動向などを睨みながら神経質な
展開を予想します。国内事業債のスプ
レッドについてはもみ合いでの推移にな
るものと思われます。こうしたなか、債
券種別構成は流動性や銘柄分散に留意し
つつ、国債対比で利回りの高い一般債の
組入比率をベンチマーク比高めに維持し
ます。

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

2022年12月20日～2023年12月19日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 15 0.151 (ａ)信託報酬＝１万口当たり元本×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 4) (0.036) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (10) (0.104) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 1) (0.011) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0  0.003  (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 15  0.154  

期中の平均基準価額は、9,966円です。

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

― 7 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_993651.indd   702_コメント-費用-TER_10pt_993651.indd   7 2024/02/06   11:10:462024/02/06   11:10:46



4

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.15％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.01％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.10％

運用管理費用（投信会社）
0.04％

総経費率
0.15％

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

○売買及び取引の状況 (2022年12月20日～2023年12月19日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
公社債投信マザーファンド 148 162 39,409 43,442 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月20日～2023年12月19日) 

 

＜追加型・公社債証券投資信託（12月設定）公社債投信（12月号)＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜公社債投信マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
公社債 2,799 299 10.7 2,073 500 24.1 

平均保有割合 12.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

（注） 公社債には現先などによるものを含みません。 

 

 

＜公社債投信マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
公社債 199 100 499 

 
 
 

 

＜公社債投信マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
公社債 600 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＨＣキャピタル、アコムです。 
   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 



品 名：03_90003_220012_062_03_追加型・公社債証券投資信託（１２月設定）_993651.docx 

日 時：2024/2/6 11:12:00 

ページ：10 
 

― 10 ― 

追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

○組入資産の明細 (2023年12月19日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

公社債投信マザーファンド 653,067 613,805 677,948 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2023年12月19日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

公社債投信マザーファンド 677,948 99.6 

コール・ローン等、その他 2,763 0.4 

投資信託財産総額 680,711 100.0 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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追加型・公社債証券投資信託（12月設定）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年12月19日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 680,711,481   

 コール・ローン等 2,761,758   

 公社債投信マザーファンド(評価額) 677,948,413   

 未収入金 1,310   

(B) 負債 1,076,431   

 未払信託報酬 1,056,419   

 その他未払費用 20,012   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 679,635,050   

 元本 680,856,028   

 次期繰越損益金 △  1,220,978   

(D) 受益権総口数 680,856,028口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,982円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 722,291,941円 

期中追加設定元本額 172,533円 

期中一部解約元本額 41,608,446円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9982円です。 
 

○損益の状況 (2022年12月20日～2023年12月19日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 受取利息等収益 △    1,014   

 支払利息 △    1,014   

(B) 有価証券売買損益 3,310,987   

 売買益 3,376,548   

 売買損 △   65,561   

(C) 信託報酬等 △1,076,431   

(D) 当期利益(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,233,542   

(E) 前期繰越損益金 △3,582,812   

(F) 追加信託差損益金 △    1,073   

(G) 解約差損益金 129,365   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △1,220,978   

(I) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) △1,220,978   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1,220,978円です。 

③分配金の計算過程 

決算期末における運用収益（純資産総額の元本超過額）の全額を分配金額としております。ただし、分配金額は１万口当たりの分配金単価

を銭未満で切捨てて算出しているため、若干の繰越金を生じます。 

第62期 

計算期間末における純資産総額の元本超過額はなかったので当期に分配した金額はありません。 

 
＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

委託会社の商号変更に対応するため、信託約款に所要の変更を行いました。 

2023年10月１日より商号を三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社に変更しました。 

（2023年10月１日） 
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